
平
成
二
十
年
十
月
九
日
提
出

質

問

第

九

四

号

千
島
列
島
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
民
族
の
先
住
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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千
島
列
島
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
民
族
の
先
住
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
〇
六
年
六
月
二
十
二
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
四
第
三
五
〇
号
）
で
は
、
北
方
四
島
の

色
丹
島
に
ア
イ
ヌ
民
族
の
人
々
の
墓
地
が
あ
る
が
、
そ
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
右
の
墓
地
に
葬
ら
れ
て
い
る
ア
イ

ヌ
民
族
の
人
々
は
、
一
八
七
五
年
の
千
島
樺
太
交
換
条
約
締
結
後
に
、
千
島
列
島
北
東
端
の
占
守
島
か
ら
色
丹
島
に
移
住
し

た
人
々
で
あ
る
が
、
そ
の
移
住
は
自
発
的
意
志
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
か
等
の
質
問
に
対
し
、
「
外
務
省
に
お
い
て
調

査
し
た
範
囲
で
は
、
御
指
摘
の
墓
地
を
特
定
で
き
な
い
こ
と
等
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が

な
さ
れ
て
い
る
。
で
は
政
府
と
し
て
、
占
守
島
に
ア
イ
ヌ
民
族
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
事
実
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

二

占
守
島
に
居
住
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
民
族
が
、
千
島
樺
太
交
換
条
約
締
結
後
に
北
方
四
島
の
色
丹
島
に
移
送
さ
れ
た
と
い
う

事
実
は
あ
る
か
。

三

本
年
六
月
六
日
、
衆
参
両
議
院
の
本
会
議
に
お
い
て
ア
イ
ヌ
民
族
を
先
住
民
族
と
す
る
こ
と
を
求
め
る
国
会
決
議
が
全
会

一
致
で
議
決
さ
れ
、
政
府
は
ア
イ
ヌ
民
族
が
「
日
本
列
島
北
部
周
辺
、
と
り
わ
け
北
海
道
に
先
住
し
、
独
自
の
言
語
、
宗
教

や
文
化
の
独
自
性
を
有
す
る
先
住
民
族
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
十
月
八
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て

中
曽
根
弘
文
外
務
大
臣
は
右
に
あ
る
政
府
見
解
と
同
様
の
見
解
を
示
し
た
上
で
、
「
我
が
国
の
北
部
領
土
周
辺
と
い
う
こ
と

一



で
、
そ
れ
に
は
北
方
四
島
は
入
り
ま
す
。
」
と
の
答
弁
を
し
、
ア
イ
ヌ
民
族
が
北
方
四
島
の
先
住
民
族
で
あ
る
と
の
認
識
を

示
し
て
い
る
。
で
は
政
府
と
し
て
、
ア
イ
ヌ
民
族
は
千
島
列
島
の
先
住
民
族
で
あ
る
と
の
認
識
を
有
し
て
い
る
か
。

四

政
府
は
、
ア
イ
ヌ
民
族
が
サ
ハ
リ
ン
の
先
住
民
族
で
あ
る
と
の
認
識
を
有
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


